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山西哲郎教授のご退職にあたり
子ども教育福祉学科主任教授 大　平 滋
　本学社会福祉学部子ども教育福祉学科教授・山西哲郎先生は，学園の規定により平成27年3
月末日をもって満71歳の定年退職を迎えることになった。ここに一文を草し，山西先生に贈る
言葉としたい。
　山西先生は，昭和18年6月生まれ。鳥取県鳥取市で高校時代を過ごしたのち，昭和41年に東
京教育大学体育学部体育学科を卒業し，その後東京教育大学大学院体育学研究科修士課程に進
学し，昭和43年3月に修了された。すぐに東京教育大学体育学部助手になられ，昭和48年4月
から群馬大学教育学部の専任講師をされ，昭和53年4月から助教授に，平成5年4月からは教
授になり，平成21年に退職するまで一貫して群馬大学にて教官生活を送られてきた。この間に
群馬大学評議員，群馬大学教育学部養護学校長を歴任された。本学社会福祉学部とのご縁は，
群馬大学の退職後の平成21年4月から社会福祉学科の体育の中心的教員として着任いただいた
ことによる。平成23年4月からは，人間福祉学科（平成24年4月から子ども教育福祉学科に名
称変更）に所属し，人間福祉学科の新設の小学校教員養成課程の導入に伴って，体育の担当教
員として尽力していただいた。また，平成24年4月からは立正大学大学院社会福祉研究科の修
士課程担当教員として体育系の大学院生の養成にもご尽力いただいた。
　このように先生の専門は体育であり，特にランニング界の第一人者でもある。昭和43年4月
より現在まで日本体育学会の会員であり，平成23年4月から平成25年6月までは日本体育学会
の会長となられた。平成元年4月から現在に至るまでランニング学会会員であり，この間に，
学会常務理事，学会会長，学会顧問と歴任しており，その他に，昭和62年4月から現在まで，
日本スポーツ運動学会会員。平成2年4月から現在まで，日本スポーツ教育学会会員。平成21
年4月から現在まで，日本オリエンテーリング協会会長となっている。NPO活動では，平成
20年4月から現在まで，日本市民スポーツ海外交流協会副理事長，平成21年6月からは，ベア
リスランニングクラブ理事長として活躍している。
　体育およびランニングでの業績としては，単著として『走れ，健康をつくるランニング』『山
西哲郎の走る世界』『山西哲郎の自然流マラソン』『ランナーズブック』などをはじめ，共著で
は『ランニング事典』『持久力の科学』『走るスポーツ』，共編著としては『ランニングの世界』
（1～18巻）などがある。その他に多くの論文がある。なお，これらの成果に対し，先生は平
成23年3月には立正大学より研究成果の社会的還元によって本学の社会的評価を高めることに
貢献した教員に贈られる立正大学薙奥褒賞を受賞され，研究活動と学生指導に多大なご尽力を
いただいている。
　先生には大学・大学院・学部・学科の運営に関しても，主として一般体育や教養科目，小学
校教員養成課程の体育。また，学生委員会の中心的役割を担っていただいた。
　特に，小学校教員養成課程においては，課程の完成年度まで，ご無理をお願いし，定年の一
年の延長をしていただいたことに関して改めて感謝の意を表したいと思う。
　先生にはこの後も非常勤講師としてしばらくお付き合いいただけることになっており，喜ば
しいことである。今後もますますご壮健にて，本学科の学生教育にご助力いただくとともに，
ランニングと体育の研究活動およびNPO活動を継続されることを願って，拙い文章を閉じた
い。
　山西哲郎先生，立正大学社会福祉学部での6年間にわたるお付き合い，本当にありがとうご
ざいました。今後ともご指導のほど，よろしくお願い申し上げます。
